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建築設計業界 初導入！女性活躍推進のための福利厚生 

日建ハウジングシステムがオンライン医療相談サービス 

「産婦人科/小児科オンライン」を導入 
 

 

 
 

この度、株式会社 Kids Public （東京都千代田区 代表：橋本直也）は株式会社 日建ハウジングシステム

（東京都文京区 代表：宇佐見博之）からの委託を受け、同社が運営する「産婦人科オンライン」及び「小

児科オンライン」を社員の福利厚生サービスとして提供開始しました。 

スマートフォンから産婦人科医・助産師・小児科医に気軽に相談できるサービスを提供することで、子育

て世代の社員と女性の健康へのサポートを行います。 

 

■導入の背景 

日建ハウジングシステムでは、SDGs の観点からも女性の活躍推進のために、女性の健康をサポートし働

きやすい環境を作りたいと様々な取り組みを行っています。この度、女性社員や子育て世代の社員が専門

家に直接相談できる環境を整え、女性の健康や妊娠・出産・育児に関する不安が解消できたらとの思い

で、産婦人科・小児科オンラインを導入いただきました。子育て世帯のサポートとしては、病院に行く時

間の軽減や、男性の育休推進、男性の子育て悩みの解消にも繋がればと考えていただいております。 

 

また、日建ハウジングシステムでは SDGs の取り組みのひとつとして、Well-being な働き方ができる社内

の基盤作りを「スマイルツリー」というチーム名で活動しています。 

『スマイルツリー』には well-being な環境づくりがひとりひとりの笑顔を生み、みんなが笑顔で共に働

ける会社をみんなで育てていくという思いが込められています。 



 

 

 
 

 

 

これまでにも女性職員の健康意識調査や well-being

研修を行っており、その中でも「働く女性の健康セ

ミナー」は女性職員だけでなく男性職員にも女性特

有の健康問題を知ってもらうきっかけとなったとの

ことです。本年は産婦人科・小児科オンラインの導

入だけでなく、役職員みんなのスマイルが実ること

を目指し様々な企画を検討されています。 
 

well-being な環境づくりがひとりひとりの笑顔を生み、
みんなが笑顔で共に働ける会社をみんなで育てていくと
いう思いが込められた『スマイルツリー』 

 

 

■取締役 ＣＲ部門統括 兼採用・研修担当 石田直史様 コメント 

弊社は集住施設を設計するエキスパートとして、人々の Well Being の実現と価値ある暮らしを創造するこ

とを目指しています。その為に自らも Well Being であるべく、働く環境の整備について取組みを進めてい

ます。弊社においてもダイバーシティが進み、女性が働きやすい環境づくりに取り組む中で、この度、小

児科オンライン、産婦人科オンラインを導入することに致しました。 

本サービスが女性の健康や子育てに関する不安や悩みを解消する一助となり、全社員が安心して健康に働

ける職場環境が実現できるよう努めてまいります。 

 

 

■Kids Public 代表 小児科医 橋本直也 コメント 

日建ハウジングシステム様にご導入いただきましたこと、心より感謝申し上げます。オンラインで医療者

と繋がり、医療をもっと身近にすることは、SDGs にも合致しています。また、ちょっとした不安も取り残

すことなく、スマホで気軽にご相談いただくことで、従業員の皆様の well-being に貢献します。導入いた

だいた思いにしっかりお応えできるよう、「産婦人科オンライン」「小児科オンライン」一同、全力でサ

ポートさせていただきます。 

 


